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科研費１００周年記念シンポジウム 

 

 科学研究費助成事業（科研費）は、平成 30年度にその前身となる大正７年（1918年）創設の「科学

奨励金」以来、100周年を迎えました。これを記念して、平成 30年 11月 5日（月）13：00～17:30に

東京大学本郷キャンパス安田講堂にて、研究者１８２人をはじめとした合計５２９人の参加を得て「科

研費１００周年記念シンポジウム」を開催しました。 

 参加者には、科研費制度発展の歩みを総括した『科研費 100周年記念誌』等を配布しました。 

 当日のプログラムの概要は以下のとおりです。 

○会場入り口の案内               ○受付の様子 

○会場の様子①                 ○会場の様子② 

 

○ 文部科学大臣政務官挨拶 

開会に当たり、白
しら

須賀
す か

貴樹
た か き

文部科学大臣政務官より、本シン

ポジウムの目的である「科研費制度創設 100周年を機に、これ

までの科研費制度の歩みを振り返り、現行制度の意義や課題を

再認識するとともに、科研費改革の現状や展望を示し、さらに

は日本の学術研究の振興に関する理解を深めていただく」こと

や「今後も、科研費制度を基礎から応用までのあらゆる独創

的・先駆的な研究を助成する制度として、広く国民の理解を得

るための努力を重ね、研究現場の声に耳を傾けながら、不断の改善・充実に努めて」いくことなど

の、挨拶がありました。 
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○ 日本学術振興会理事長挨拶 

続いて、里見
さ と み

進
すすむ

日本学術振興会理事長より、学術研究の意義や

それを取り巻く現状、科研費の重要性、科研費の改善と改革の歴

史に触れた挨拶がありました。また日本学術振興会においては今

後も、科研費の他、研究者の養成、国際交流の促進、大学改革や

大学のグローバル化の支援などを行ってゆくことを述べられまし

た。 

 

 

○ 学術研究助成課長講演 

梶山
かじやま

正司
ま さ し

文部科学省研究振興局学術研究助成課長より、「科研

費の現況」について講演がありました。 

科研費の概要、科研費改革の進捗、平成 31年度概算要求につ

いて、科研費制度の変遷にも触れたうえで、現在の科研費の状況

を解説しました。 

 

 

  

○ 日本学術振興会理事基調講演 

家
いえ

泰弘
やすひろ

日本学術振興会理事より、「科研費 100年とこれから」

をテーマに基調講演がありました。 

「科研費は研究者の自由な発想に基づく研究プロポーザルを、

メリットベースのピア・レビューによって審査・採択する競争的

研究資金制度という位置付けでありまして、科研費システムは

我々の先人が非常に苦労して作り上げて、不断の改善をしてきた

非常に大事な資産です。」と話されました。さらに「研究者全員

が時として応募する側の立場、時として審査・評価する側の立場で、それぞれ適切に行動して大切

に守り育てていくべきものと本当に思う次第であります。」と話をされ、講演を締めくくりました。 

 

○ 休 憩 

 

20分の休憩時間中に４階ロビーにおいて、参加者の方々は、

思い思いの飲み物を手に、暫しの時間歓談を楽しみました。 
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○ 梶田隆章先生記念講演 

梶田
か じ た

隆
たか

章
あき

東京大学卓越教授・特別栄誉教授・東京大学宇宙線

研究所長より、「基礎科学研究を支える科研費－神岡での経験

から－」をテーマに記念講演がありました。 

初めに神岡での研究を支えた科研費について話がありました。

「1980 年代初めに開始されたカミオカンデ実験の光電子増倍

管の開発に科研費の一般研究Aが非常に重要な役割を果たしま

した。」更に、「カミオカンデの運転、それからカミオカンデの

データを使った研究は、ほぼ全ての期間にわたって科研費でその大半を賄われてきました。その間に

1987 年には超新星ニュートリノの観測、これはもちろん小柴先生のノーベル賞の受賞に繋がるもの

ですし、88 年には大気ニュートリノ欠損の発見、それから 89 年には太陽ニュートリノ欠損の確認、

これも将来のニュートリノ振動の発見に繋がる非常に重要な成果を出しました。」「スーパーカミオカ

ンデ自体は国から直接サポートを受けて、運転をしておりますけれども、個々の研究ではやはり科研

費が重要だと思います。この頃途切れることなくサポートをいただいたということに、非常に私とし

ては感謝しております。」 

続いて、日本の研究の現状と科研費について話があり、最後に、「日本の国には科学と技術で世界か

ら尊敬され続ける国であってほしいと思っています。そのためには、あらゆる研究者が研究できる国

である必要があるのではないでしょうか。そして、自由な発想に基づく研究ができる科研費こそが、

研究人材の力を発揮させる制度だと思っています。」とまとめられました。 

 

○ 大隅良典先生記念講演 

大隅
おおすみ

良
よし

典
のり

東京工業大学栄誉教授・大隅基礎科学創成財団理

事長より、「半世紀の研究を振り返って－研究を支えてくれた

もの－」をテーマに記念講演がありました。 

半世紀の研究生活を振り返りながら、「私の研究は、ここ 40

年間ぐらいまさしくほぼ全て科研費で支えられてきたという

ことになります。」「研究の初期には必ずしも多額の研究費は要

りませんが、自由な発想をする環境と自由に考える時間が大変

大事だと思っています。」「オートファジーのフィールドは大変速く立ち上がりましたが、それでもオ

ートファジー遺伝子が分かってから今のようなフィールドになるのに、10 年、20 年という歳月が必

要だったということも大事なことであります。」と話されました。 

最後に、「私たち科学者は科学的な物の見方、考え方が広がる事を常に意識していないといけないわ

けですが、科学を文化として楽しんで、国だけではなくて社会全体が科学を支えるという意識がもう

少し定着することが大事なのではないかと思っています。基礎研究の大事さを声高に言わないといけ

ない状況や若者が「すぐ役に立つ」ということを追いかけないといけない状況をなんとか打破したい

ですし、また研究者の多様性を大事にすることを是非とも考えていかないといけないと思っていま

す。」とまとめられました。 
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○ 本庶佑先生お祝いのメッセージ 

先日ノーベル生理学・医学賞の受賞が決定された

本庶
ほんじょ

佑
たすく

京都大学高等研究院副院長特別教授・公益財

団法人神戸医療産業都市推進機構理事長より、科研

費 100周年記念へのお祝いのメッセージを頂きまし

たので、この間の時間を利用して紹介しました。 

「私のすべての研究成果は科研費なくしては全く

存在しなかった、といっても過言ではありません。」

「科研費の長い歴史の中で、科研費の使い勝手は大

幅に改善され、予算額も拡大されてきました。」

「関係者の皆様方におかれましては、引き続き科研

費制度の改革に努めていただき、科研費の理想像を追求していただきたいと切に願っておりま

す。」 

 

○ パネルディスカッション 

続いて、「日本の学術、科研費の歴史を振り返る」をテーマに、甲斐
か い

知
ち

惠子
え こ

東京大学医科学研究所

教授をコーディネーターとするパネルディスカッションが行われました。 

○全体の様子                ○コーディネーターとパネリスト 

初めに４名のパネリストから順に自己紹介と科研費についての考えなどを述べられました。村松
むらまつ

岐夫
み ち お

京都大学名誉教授、藤嶋
ふじしま

昭
あきら

東京理科大学栄誉教授光触媒国際研究センター長、中西
なかにし

重忠
しげただ

公益財団法人サ

ントリー生命科学財団生物有機科学研究所長の３名の研究者からは、ご自身と科研費との関わりについ

て述べられました。宮嶌
みやじま

和男
か ず お

金沢工業大学産学連携室教授からは、ご自身が事務担当として科研費を下支

えしてきたご経験を述べられました。その後甲斐先生の進行により基礎研究の重要性や、将来を見据えた

学術支援のあり方について、ディスカッションが行われ、最後に全体討論をまとめました。 

パネルディスカッションの主な内容は次のとおりです。 

 

・科研費はこれまでも審査の改善、研究種目の柔軟な見直し、交付内定の早期化、基金化の推進な

ど、多くの改善を行い、我が国独自の発展を遂げ、学術の進展に多くの貢献があったことなど、科

研費が我が国の学術研究を支えてきた 
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・しかし現在、基盤的経費（運営費交付金）と科研費とのデュアルサポートシステムが機能不全に陥

り、多くの研究者が苦しんでいる 

・学術の振興は、我が国の将来的な発展のために欠かすことができない未来への投資である 

・研究者を初めとする学術コミュニティ全体が社会・国民からの負託を得て、水準の高い高度な知的

活動を行うことが求められており、そのことを研究者自身も十分に自覚して、行動することが必要

である 

・同時に、国に対しては、世界規模での競争が激化する今だからこそ、国としての明確なビジョンを

日本国民、国際社会に表明して、学術振興施策のさらなる強化が図られるということを期待したい 

 

○村松岐夫先生  ○藤嶋昭先生   ○中西重忠先生 

○宮嶌和男先生  ○甲斐知惠子先生 

 

 

 

 

 

 

 

                                       （了） 


